
校区の廃止について 

提 案 
小学校、中学校の校区を廃止してほしいです。 
廃止が難しければ、これから廃校統合となる学校は自由に選べる様にしてほしいです。 

回 答 

雲南市教育委員会では現時点において校区を廃止する考えはありません。 
雲南市の子どもにとって、生まれ育った地域で就学し、成長していくことが最も望ましい姿であるという考えです。 

 
次に、廃校や統合となる学校の児童・生徒は学校を自由に選べるようにとの提案につきましても、現時点において児童・生徒が自由に学校を選べ

る仕組みを導入する予定はありません。 
雲南市では、適正な規模を下回るからといって一律に統廃合を進めるのではなく、保護者を含む地域住民からの要請があれば、雲南市教育委員会

として地域のみなさまとの協議を始める考えです。 
 

【参考：（※一部抜粋）雲南市立学校適正規模適正配置基本計画／平成２２年２月作成】 
小学校においては、各町がこれまではぐくんできた歴史や文化、地域住民の地域に対する思いや意識を鑑み、各町の区域を越える学校の統合や、

通学区域の見直しは原則行わないこととし、各町内における学校の統合を図ることとするが、児童数の減少など状況の変化や地域の実情等から、各
町の区域を越える統合が望ましいと判断される場合は、保護者・地域住民との協議を重ねながら、統合に向けた準備を行う。 
中学校においては、各町の区域を越えた統合が必要となる一方で、本市は広く、中山間地域に点在する実態から、生徒の通学距離や通学時間を最
も優先し、地域の実情に応じた規模と配置が望ましい。                            

（回答部署 教育委員会学校教育課） 

 


